
 

 

 

平 成 2 1 年 1 0 月 5 日 

海 上 保 安 庁 

  ＡＩＳを活用した次世代航行支援システムについて

 

１．海上保安庁では、我が国沿岸海域においてＡＩＳを活用した航行支援シス

テムの運用を行っています。また、将来的にはＡＩＳによる仮想航路標識の

表示、気象・海象、推薦航路、航行制限水域、管制状況といった航行の安全

に関する様々な情報を操船者に、更に分かりやすくビジュアルな形でリアル

タ イ ム に 提 供 す る 新 た な シ ス テ ム (Ｅ Ｎ Ｓ Ｓ ： Electronic Navigation 

Support System）の構築を図り、より一層の海上交通の安全性向上を図るこ

ととしています 

（資料１）。 

 

２．また、（財）日本航路標識協会では、ＥＮＳＳの構築に向けた調査研究を

行っており、10月13日、14日の２日間、海上保安庁所属の航路標識測定船

「つしま」（総トン数：1706トン）による海上評価実験を瀬戸内海において実施し

ます （資 料 ２）。 

 

３．ついては、下記のとおり報道機関への説明会を行いますので、参加希望の

方は、１０月６日（火）１２時までに上記問い合わせ先にご連絡ください。 

 

記 

１ 日時 平成２１年１０月７日（水） 午後１時～（約１時間程度） 

２ 場所 東京都港区台場１丁目３－１ 官庁専用岸壁（別図参照） 

航路標識測定船「つしま」船内 

３ 説明項目 

(1) ＡＩＳを活用した航行支援システムについて（海上保安庁） 

(2) 電子航行支援システム（ENSS）海上評価実験について（ (財)日本航路標識協会 ） 

４ その他 

   航路標識測定船「つしま」船内において、ＥＮＳＳ実験用表示装置を用

いた仮想航路標識や航行の安全に関する情報の表示例をご覧頂けます。 

問い合わせ先 

交通部計画運用課 

高度航行援助推進調整官 土崎弘志 

電 話 03-3591-6361（内線 6501）

直 通 03-3591-5047 



 

資料１



              
 
   電子航行支援システム海上評価実験について 
 

 
                            平成 21 年 10 月２日 
                                日本航路標識協会 
 
 1 電子航行支援システム（ENSS）の構築に関する調査研究の概要について 

・AIS表示装置の現状

表示装置は必要最小限の機能のみ

・調査研究の目的
小型船にとっても安価で導入しやすい図形化され
た表示機能を有する電子航行支援システムの
実用化を行うための調査研究を行う

小型船への普及拡大
航行支援情報の充実により安全航行、運航能率の向上

航行支援の情報提供ツールとしてAISの活用が有効

調査研究の目的調査研究の目的
日本周辺海域のＡＩＳ陸上局整備完了（平成２０年度末）

 
2 海上実験の概要について 

実験の概要実験の概要

実証実験海域概略図

瀬戸内海東部海域をモデル海域として、航行支援情報の表示方法・更新
方法等について実海域における検証・評価を実施し、ＡＩＳ情報による航行
支援の具象化に向けた検討に資することを目的とする

平成２１年１０月１３日（火）～１４日（水） １泊２日

使用船舶 航路標識測定船つしま

 

問い合わせ先 
（財）日本航路標識協会 
      総務部長 中重 充博     

電話 03－3230－1470 

資料２ 



航路標識測定船「つしま」着岸場所

つしまお台場海浜公園新 橋
ゆりかもめ 徒 歩

約１５分 約２０分

つつ しし まま

岸壁通行ゲートあり
レインボーブリッジ

～公共交通手段～

別図

○ 東京都港区台場１丁目３－１ 官庁専用岸壁
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